
予算わたしたちのその他（3.76%）
２億3,336万円

町民一人当たりの�

（単位：円）� 税　額
町 民 税 37,693

固定資産税 134,350

軽自動車税 3,825

町たばこ税 3,798

入 湯 税 682

合 計 180,348

町民一人当たりの�

（単位：円）� 予算額
議 会 費 10,437

総 務 費 130,127

民 生 費 190,633

衛 生 費 85,983

労 働 費 264

農水産業費 69,937

商 工 費 55,362

土 木 費 57,039

消 防 費 51,443

教 育 費 126,260

災害復旧費 2,800

公 債 費 99,305

予 備 費 2,135

総 額 881,725

普通建設事業費〔単独〕
（11.86%）７億3,475万円 災害復旧事業費（0.32%）

1,967万円普通建設事業費〔補助〕
（2.13%）１億3,192万円

投資的経費（14.31%）
８億8,634万円

その他（0.29%）
1,801万円

積立金（0.33%）
2,014万円

繰出金（8.96%）
５億5,504万円

維持補修費（0.92%）
5,724万円

補助費等（12.25%）
７億5,876万円

経常的経費（76.11％）
47億1,547万円

物件費（26.86％）
16億6,420万円

公債費（11.26%）
６億9,771万円

扶助費（6.44%）
３億9,877万円

人件費（18.38％）
11億3,879万円

県支出金（6.89%）
４億2,657万円

町債（7.96％）
４億9,340万円

国庫支出金（3.89%）
２億4,077万円

地方交付税（34.71％）
21億5,000万円

依存財源（57.21％）
35億4,410万円

※一般会計歳入歳出予算額を
　平成30年３月１日現在の人口
　7,026人で割った金額です。

自主財源（42.79%）
26億5,090万円

歳入合計
61億9,500万円

歳出合計
61億9,500万円

その他（1.53%）
9,337万円

分担金及び負担金
（0.41%）2,568万円

使用料及び手数料
（1.33%）8,239万円

繰越金（1.61%）
１億円

繰入金（17.46%）
10億8,233万円

町税（20.45％）
12億6,713万円

歳入グラフ

歳出グラフ

◆
平
成
30
年
度

当
初
予
算
方
針

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、

61
億
９
千
５
０
０
万
円
で
、
前

年
度
比
３
億
４
千
５
０
０
万
円

（
５・28
％
）の
減
額
。

★ 

歳
入

【
自
主
財
源
】
町
税
、
基
金
の

取
崩
し
な
ど
の
繰
入
金
を
含

む
、
町
が
独
自
に
持
つ
財
源
。

【
依
存
財
源
】地
方
交
付
税
、国・

県
支
出
金
、
町
債
な
ど
。
地
方

交
付
税
は
合
併
算
定
替
え
の
縮

減
に
よ
り
減
額
、
国
・
県
支
出

金
及
び
町
債
は
前
年
度
に
集
中

し
て
い
た
大
き
な
事
業
が
完
了

し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
。

★ 

歳
出
（
目
的
別
）

　
民
生
費
、総
務
費
、教
育
費
、

公
債
費
の
占
め
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

【
総
務
費
】
庁
舎
管
理
、
自
治

振
興
事
業
、ま
ち
づ
く
り
事
業
、

情
報
政
策
、
町
営
バ
ス
運
行
な

ど
に
関
す
る
こ
と
。

【
民
生
費
】
子
育
て
支
援
、
各

種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
実
施
な
ど
に

関
す
る
こ
と
。

【
衛
生
費
】
健
康
づ
く
り
、
環

境
衛
生
、
飲
料
水
供
給
施
設
な

ど
に
関
す
る
こ
と
。

【
農
林
水
産
業
費
】
農
林
業
の

振
興
、
農
産
物
・
林
産
物
の
搬

出
に
寄
与
す
る
農
林
道
整
備
な

ど
に
関
す
る
こ
と
。

【
商
工
費
】
商
工
業
の
振
興
、

観
光
施
設
の
維
持
整
備
な
ど
に

関
す
る
こ
と
。

【
土
木
費
】
町
道
や
河
川
の
維

持
整
備
、
町
営
住
宅
の
管
理
な

ど
に
関
す
る
こ
と
。

【
消
防
費
】
消
防
・
救
急
業
務

委
託
、
消
防
団
活
動
、
災
害
対

策
な
ど
に
関
す
る
こ
と
。

【
教
育
費
】
小
中
学
校
の
管
理

や
教
育
振
興
、
川
根
高
校
の
支

援
、
社
会
教
育
、
社
会
体
育
な

ど
に
関
す
る
こ
と
。

【
公
債
費
】
町
債
の
償
還
に
関

す
る
こ
と
。

★ 

歳
出
（
性
質
別
）

【
普
通
建
設
事
業
費
】
前
年
度

に
小
中
学
校
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環

境
整
備
や
南
部
子
育
て
支
援
施

設
改
修
、
本
川
根
児
童
ク
ラ
ブ

建
設
な
ど
の
大
規
模
工
事
が
集

中
し
、
そ
れ
ら
が
完
了
し
た
こ

と
に
よ
る
大
幅
な
減
額
。

【
補
助
費
】
今
年
度
か
ら
し
尿

処
理
施
設
を
町
単
独
で
運
営
す

る
こ
と
に
な
り
、
組
合
へ
の
負

担
金
支
出
が
な
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
減
額
。

【
物
件
費
】
し
尿
処
理
施
設
の

町
営
化
に
よ
り
増
額
。

平
成
30
年
度

　町議会３月定例会において、平成 30 年度の予算が議決されました。一般会計と新年度から
開始する訪問看護事業を含めた７つの特別会計の合計は、87 億 7,380 万円で、前年度と比較
して４憶 2,950 万円、率にして４.67％の減額となりました。
　皆さんの大切な税金をもとに運営されている町政です。平成 30 年度はどのくらいの収入が
予定され、どのような目的で使用されるのか、その予算の概要をお知らせします。

【問】総務課・財務管理室　☎（56）2220

　
地
域
主
権
改
革
、
地
方
創
生
が
進

め
ら
れ
る
中
、
住
民
に
最
も
身
近
な

行
政
主
体
で
あ
る
地
方
自
治
体
に

は
、
地
域
に
お
け
る
自
主
的
か
つ
総

合
的
な
役
割
を
担
う
責
任
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
川
根
本
町

第
２
次
総
合
計
画
」
の
２
年
目
と
な

る
平
成
30
年
度
は
、
人
口
減
少
対
策

や
地
域
の
活
力
創
生
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
町
税
や
地
方
交
付
税
の
減
収

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
将
来
に
向
け

て
「
身
の
丈
に
合
っ
た
」
持
続
可
能

な
予
算
規
模
に
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
っ
た
状
況
に
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て

も
、
川
根
本
町
が
「
元
気
で
輝
く
ま

ち
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
町
民
が
幸

せ
を
感
じ
、
笑
顔
に
満
ち
た
生
活
を

送
れ
る
基
盤
を
着
実
に
整
備
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
費
を
十
分
精
査
し
な
が

ら
、
総
合
計
画
に
お
け
る
重
点
戦
略

で
あ
る
「
ま
ち
の
強
み
を
活
か
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
人
口
減
少
の
克
服

を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
重
点

を
置
き
、
平
成
30
年
度
の
当
初
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
川
根
本
町
の
強
み
を
活
か

す
取
り
組
み
と
し
て
、
川
根
茶
を
始

め
と
す
る
農
林
業
振
興
事
業
、
自
然

環
境
や
温
泉
を
活
か
し
た
観
光
振
興

事
業
、
地
域
の
絆
を
活
か
し
た
福
祉

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
次
に
、
人
口
減
少
の
克
服
を
目
指

す
取
り
組
み
と
し
て
、
若
年
層
の
就

労
環
境
や
機
会
の
充
実
、
移
住
・
定

住
促
進
事
業
、
子
ど
も
た
ち
や
若
者

の
就
学
環
境
の
充
実
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
好
循
環
さ
せ
、

相
乗
さ
せ
な
が
ら
、
千
年
先
も
続
く

川
根
本
町
を
目
指
し
ま
す
。

川
根
本
町
長　
鈴
木 

敏
夫

その他（9.58%）
５億9,319万円

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 45


